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学校施設や通学路におけるブロック塀の点検について 

１ 経過 

６月１８日の大阪北部地震において、高槻市立小学校のプールの壁が４０メートルにわたって倒

壊し、登校中だった小学校４年生児童が下敷きになって死亡するという事案が発生したことをうけ、

本市の学校施設において、ブロック塀についての現状確認を行いました。また、通学路の点検等に

ついても庁内関係課と検討を行いました。 

２ 学校施設について 

   各学校に対して、校地内（境界線を含む）にあるブロック塀等の有無等についてアンケート調査

を実施し（6/19）、ブロック塀等有と回答された学校について、現地点検を行いました。 

■調査結果（6/28現在） 

   ○校地内（境界線を含む）にブロック塀を有する校数 

小学校(４１校中)→６校、中学校(１４校中)→３校、義務教育学校(３校中)→１校 

○ブロック塀を有する学校のうち劣化・損傷が見られる校数 

小学校(６校中)→４校、中学校(３校中)→２校、義務教育学校(１校中)→１校 

※耐震基準上の問題はなし 

   ■今後の対応 

上記調査結果に基づき、劣化・損傷が見られる箇所については、応急修繕若しくは撤去等の対

応を検討していきたいと考えております。 

３ 通学路について 

  小中義務教育学校の通学路については、児童生徒への注意喚起の指導について学校長に通知しま

した。通学路の安全確保のために設置しているグリーンベルト（延長約６ｋｍ）に隣接しているブ

ロック塀については、現在、道路課が点検を行っております。 
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